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村独自の農産物認証制度がスタートします

農
産
物
認
証
制
度
創
設
の
背
景

〜
生
産
者･

消
費
者
に
分
か
り
や
す
い
制
度
を
〜

〜
ひ
と
手
間
足
し
て
栽
培
し
た
農
産
物
を
認
証
し
ま
す
〜

〜
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入
で
き
る
農
産
物
〜

　

こ
れ
ま
で
の
農
業
は
、
化
学
合
成
農
薬(

以
下｢

農
薬｣)

や

化
学
肥
料
を
使
っ
て
病
害
虫
を
防
除
し
、
生
産
性
を
高
め
て

収
量
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
農
家
経
営
の
安
定
化
や
食
糧

の
安
定
供
給
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
、
持

続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
農
薬
や
化
学
肥
料

を
減
ら
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
安
全･

安
心
な
農

業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
消
費
者
の
食
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
高
度
化･

多
様
化
す
る
中
で
、
安
全
か
つ
良
質

な
農
産
物
を
村
内
消
費
者
に
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
は
何

よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
や
県
に
よ
る
農
薬
と
化
学
肥
料
の

節
減
栽
培
に
対
す
る
農
産
物
認
証
制
度
は
あ
り
ま
す
が
、
特

殊
な
栽
培
基
準
や
複
雑
な
申
請
手
続
き
な
ど
が
必
要
な
た

め
、
定
着
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
村
で

は
、
生
産
者
に
も
消
費
者
に
も
分
か
り
や
す
い
村
独
自
の
農

産
物
認
証
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
な
農
業
と
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
と
う
か
い
安
全
安
心
農
産
物
認
証
制
度
」は
、
堆た

い
ひ肥

に
よ

る
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
、
ひ
と
手
間
足
す
こ
と
で
農
薬
や

化
学
肥
料
を
減
ら
し
て
栽
培
し
た
、
環
境
に
優
し
い
農
産
物

を
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
節
減
割
合
に
応
じ
て
認
証
す
る
も

の
で
、「
Ｔタ

ス
Ａ
Ｓ(T

okai A
gricultural S

tandard)
認

証
制
度
」と
呼
び
ま
す
。
認
証
に
当
た
っ
て
は
、
村
や
県
の

ほ
か
、
Ｊ
Ａ
や
生
産
組
織
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
認
証
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
審
査
や
認
証
を
行
い
ま
す
。

　

農
産
物
に
対
し
て
は
、
化
学
物
質
、
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
国
や

県
の
農
産
物
認
証
制
度
で
は
、
農
薬
の
使
用
回
数
や
化
学
肥

料
の
窒
素
成
分
を
減
ら
し
た
栽
培
方
法
が
人
に
と
っ
て
安
全

で
あ
り
、
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
窒
素
成
分
は
、
過
剰
に
与
え
る
と
、
植
物
内

や
土
壌
中
に
硝
酸
態
窒
素
と
い
う
化
学
物
質
を
過
度
に
蓄
積

し
、
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｓ

認
証
制
度
で
も
、
農
薬
の
使
用
回
数
と
化
学
肥
料
の
窒
素
成

分
を
低
減
し
た
割
合
に
よ
り
認
証
の
等
級
を
決
め
て
い
ま
す
。

農
薬
や
化
学
肥
料
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
栽
培
す
る
こ
と
は
、

消
費
者
に
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
生
産
者
に
と
っ
て
も
安
全

性
が
高
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

認
証
の
等
級
と
推
奨
シ
ー
ル

〜
メ
ジ
ロ
の
数
で
認
証
の
等
級
を
示
し
ま
す
〜

　

認
証
の
等
級
は
、
栽
培
期
間
中
の
農
薬
と
化
学
肥
料
の

節
減
割
合
に
応
じ
て
▼
メ
ジ
ロ
３
羽(

農
薬･

化
学
肥
料
不
使

用
栽
培)

▼
メ
ジ
ロ
２
羽(

農
薬･

化
学
肥
料
半
減
栽
培)

▼
メ

ジ
ロ
１
羽(

農
薬･

化
学
肥
料
節
減
栽
培)

―
―
の
３
段
階
に

分
け
ら
れ
、
認
証
さ
れ
た
農
産
物
に
は
、
認
証
の
等
級
に

合
わ
せ
て
推
奨
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
ま
す
。
シ
ー
ル
に
は
、

村
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
メ
ジ
ロ･

黒
松･

ス
カ
シ
ユ
リ
を
使

「
と
う
か
い
安
全
安
心
農
産
物
認
証
制
度
」と
は

な
ぜ〝
安
全
安
心
〞な
の
か

とうかい
安全安心
農産物認証制度
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栽培期間中、慣行栽培（通常
の栽培）よりも、農薬･化学肥
料を節減して栽培した農産物

栽培期間中、慣行栽培（通常の
栽培）よりも、農薬･化学肥料を
半分以下にして栽培した農産物

栽培期間中、無農薬･無化学
肥料で栽培された農産物

メジロ１羽

認
証
農
産
物
の
見
分
け
方

〜
推
奨
シ
ー
ル
を
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
〜

　

推
奨
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
農
産
物
だ
け
が〝
ひ
と
手
間

Ｔ
Ａ
Ｓ
農
産
物
〞と
し
て
認
証
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
じ
生

産
者
が
同
じ
作
物
を
栽
培
し
て
も
、
栽
培
基
準
に
従
っ
て
栽

培
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、推
奨
シ
ー
ル
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

推
奨
シ
ー
ル
は
厳
格
に
管
理
さ
れ
、
１
枚
ご
と
に
識
別
番
号

を
付
け
て
管
理
簿
に
登
載
さ
れ
ま
す
。

　

生
産
者
は
、
３
つ
の
等
級
に
応
じ
た
栽
培
基
準
に
従
っ
た
栽

培
計
画
が
認
証
さ
れ
る
と
、
計
画
ど
お
り
に
生
産
し
、
出
荷
が

近
づ
く
と
推
奨
シ
ー
ル
の
交
付
申
請
を
し
ま
す
。
そ
の
審
査
の

結
果
、
適
正
に
栽
培
さ
れ
て
い
れ
ば
、
村
か
ら
推
奨
シ
ー
ル
の

交
付
を
受
け
て
農
産
物
に
貼
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
推

奨
シ
ー
ル
の
な
い
農
産
物
は
、
こ
の
認
証
制
度
に
よ
る
認
証
を

受
け
て
い
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

残
留
農
薬
は
全
く
な
い
の
？

〜
残
留
農
薬
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
県
内
で
初
め
て
実
施
〜

　

メ
ジ
ロ
３
羽
の
等
級
は
、
栽
培
期
間
中
に
は
農
薬
を
全
く

使
用
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
残
留
農
薬
が
全
く
無
い
と
は
い
え

な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
食
品
衛
生
法
に
定
め
た
基
準
以

上
の
残
留
農
薬
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
生
産
者
自
身
が
農
薬

を
全
く
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
周
囲
の
作
付
け
地
か
ら
の

飛
散
等
に
よ
り
、
現
実
に
は
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
得
る
の
で
す
。

　

農
薬
の
残
留
検
査
は
破
壊
検
査
で
す
の
で
、
す
べ
て
の
農

産
物
の
農
薬
残
留
量
を
検
査
す
る
と
、
食
べ
る
も
の
が
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
従
っ
て
、
残
留
農
薬
検
査
は
あ
く
ま

で
も
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
や
茨

城
県
の
農
産
物
認
証
制
度
で
は
、
残
留
農
薬
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、Ｔ
Ａ
Ｓ
認
証
制
度
で
は
、

生
産
者
の
栽
培
に
対
す
る
技
術
や
姿
勢
を
評
価
す
る
も
の
と

し
て
、
そ
の
生
産
物
に
つ
い
て
１
品
だ
け
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

認
証
委
員
会
は
、
作
物
の
栽
培
開
始
時
期
に
よ
っ
て
６
月

と
12
月
の
年
２
回
開
催
し
ま
す
。
６
月
の
委
員
会
で
は
、
７

月
か
ら
12
月
ま
で
に
栽
培
を
開
始
す
る
作
物
、
12
月
の
委
員

会
で
は
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
栽
培
を
開
始
す
る
作
物
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
認
証
委
員
会
は
６
月
21
日（
月
）に
開
催
し
、

７
月
以
降
に
栽
培
を
開
始
す
る
農
産
物
の
栽
培
計
画
を
審
査

･

認
証
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
農
産
物
が
出
荷･

販
売
さ
れ
る
の

は
、
９
月
ご
ろ
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　

な
お
、認
証
さ
れ
た
農
産
物
は
、東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト｢

に
じ
の
な
か｣

を
中
心
に
、
村
内
の
商
店
や
生
産
者

の
庭
先
等
で
購
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
出
荷
時
期
や
天
候

等
の
状
況
に
よ
り
、販
売
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

認
証
農
産
物
は
い
つ
か
ら
ど
こ
で
買
え
る
の
？

〜
年
２
回
認
証
委
員
会
を
実
施
し
ま
す
〜

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー(

東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

｢

に
じ
の
な
か｣

内 

☎
287
局
７
８
６
７)

問
い
合
わ
せ

用
し
た
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
お
り
、

形
状
は
村
の
地
形
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

[推奨シール]

メジロ２羽 メジロ３羽
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村
で
は
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
22
年
３
月
31

日
現
在
で
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産･

村
債
の
状
況
等
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
地
方
自
治
体
の
会
計
閉
鎖
は
２
か
月
の
出
納
整
理
期
間
が
あ
る
た
め
５
月

末
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
公
表
は
決
算
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
会
計
閉
鎖
後
、
決
算
監
査
、
議
会
の
承
認
を
経
て
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村 税村 税
村民税･固定資産税
等、皆さんに納めてい
ただいたお金

国 庫国 庫
支 出支 出 金金

特別な事業の経費に
充てるため、国から村
に支払われたお金

繰 越繰 越 金金
平成20年度から平成
21年度へ繰り越され
たお金

村 債村 債 国、県、銀行等から
の借入金（借金）

県支出金県支出金
特別な事業の経費に
充てるため、県から村
に支払われたお金

地方消費地方消費
税交付金税交付金

皆さんが納めた消費
税の一部を財源とし
て、県から村に配分さ
れたお金

繰 入 金繰 入 金 特別会計や基金等か
らの受け入れ金

分担金･分担金･
負 担 金負 担 金

保育料等、村が行う
事業によって利益を
受ける方から、その対
価として徴収したお金

地 方地 方
譲 与 税譲 与 税

一度、国税として徴
収された後、国から村
に一定の基準で譲与
されたお金

使用料・使用料・
手 数 料手 数 料

公共施設の使用や住
民票等の交付の際に
徴収されたお金

そ のそ の 他他
地方交付税、地方特
例交付金、財産収入、
諸収入等のお金

34億4641万5000円34億4641万5000円

2億1670万80002億1670万8000円円

2億2億692万7000692万7000円円（95.5％）（95.5％）

1億7013万50001億7013万5000円円（102.7％）（102.7％）

1億6560万1億6560万円円

13億9361万200013億9361万2000円円

1億9032万50001億9032万5000円円（112.6％）（112.6％）

3億4812万60003億4812万6000円円（111.0％）（111.0％）

歳入合計：173億9492万3000円（執行率86.3％）

120億1892万9000円120億1892万9000円

125億5908万2000円（104.5％）125億5908万2000円（104.5％）

10（億円）

　一般会計は、村の会計の中心を成すもので、村税を主な財源として、社
会福祉･保健衛生･教育等、行政運営の基本的な経費を網

も う ら

羅して計上してい
ます。

1億6897万50001億6897万5000円円

20

平
成
平
成
2121
年
度
の
財
政
状
況

年
度
の
財
政
状
況

3億1367万40003億1367万4000円円

19億9381万円（57.9％）19億9381万円（57.9％）

5億9560万6000円5億9560万6000円

5億9560万6000円（100.0％）5億9560万6000円（100.0％）

8億2930万円8億2930万円

6億3919万10006億3919万1000円円

3億5768万90003億5768万9000円円

6億9500万40006億9500万4000円円（49.9％）（49.9％）

0円（0.0％）0円（0.0％）

2億7821万90002億7821万9000円円（43.5％）（43.5％）

一般会計（歳入･歳出予算現額 201億4569万9000円）

平
成
平
成
2222
年
３
月

年
３
月
3131
日
現
在

日
現
在

０

【
問
い
合
わ
せ
】
企
画
政
策
部
財
務
課
財
政
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
８
４
）

平成21年度に収入すると決定した額：調定額

3億5768万90003億5768万9000円円（100.0％）（100.0％）

30

調定額（執行率）調定額（執行率）

予算現額予算現額

120
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特別会計は、国民健康保険･老人保
健･介護保険･公共下水道等、保険
料や使用料など特定の歳
入を財源として、その事
業の歳出を賄うものです。

2億8683万50002億8683万5000円円
2億5684万10002億5684万1000円円（89.5％）（89.5％）
2億3434万40002億3434万4000円円（81.7％）（81.7％）

9億5729万7000円9億5729万7000円
8億7975万9000円（91.9％）8億7975万9000円（91.9％）
7億3144万7000円（76.4％）7億3144万7000円（76.4％）

18億1989万200018億1989万2000円円
18億5410万18億5410万2000円2000円（101.9％）（101.9％）
17億4213万300017億4213万3000円円（95.7％）（95.7％）

（億円） 20 10

1億171万30001億171万3000円円
8173万20008173万2000円円（80.4％）（80.4％）
3958万90003958万9000円円（38.9％）（38.9％）

調定額（執行率）調定額（執行率）
予算現額予算現額

支出負担行為額（執行率）支出負担行為額（執行率）

土 木 費土 木 費 道路･公園の整備
等

民 生 費民 生 費
高齢者･障がい
者･児童等を対象
とした福祉事業、
保育所運営等

教 育 費教 育 費
小中学校や幼稚
園の運営･施設整
備･改修、社会教
育等

総 務 費総 務 費
全般的な管理事
務や交通安全･原
子力防災、徴税
等

衛 生 費衛 生 費
清掃センターの
管理･運営、保健
･環境衛生、し尿
処理等

公 債 費公 債 費
村が借りたお金
の元金や利子の
償還

消 防 費消 防 費
消防救助活動や
火災･水害予防、
消防･救急資機材
等

農 林農 林
水産業費水産業費

農業振興、水路
整備、農業委員
会運営、転作奨
励補助等

議 会 費議 会 費 議会運営等

そ の 他そ の 他 商工費、基金の
積み立てなど

25億4381万1000円（93.2％）25億4381万1000円（93.2％）

54億8413万4000円54億8413万4000円

17億6104万円（92.2％）17億6104万円（92.2％）

8億5786万6000円（100.0％）8億5786万6000円（100.0％）

3億9677万10003億9677万1000円円（97.0％）（97.0％）

4億896万80004億896万8000円円

6億4815万6億4815万円円（95.7％）（95.7％）

6億7693万76億7693万7000円000円

1億9472万90001億9472万9000円円（98.4％）（98.4％）

1億9794万1億9794万円円

歳出合計：180億4324万4000円（執行率89.6％）

支出負担行為額（執行率）支出負担行為額（執行率）

予算現額予算現額

一般会計の執行状況●【歳入…執行率86.3％（対前年度比2.2ポイント減）】 
村税が予算現額120億1892万9000円に対し、調定額125億5908万2000円
と、予算を上回りました。一方、国庫支出金･村債･県支出金等は、出納
整理期間中に歳入が見込まれるため、低い執行率となっています。また、
対前年度比2.2ポイント減は、国庫支出金や村債を収入していないことが
主な要因です。【歳出…執行率89.6％（対前年度比4.0ポイント減）】 教育
費は、事業の一部を翌年度に繰り越したため執行率が低くなっています。
また、対前年度比4.0ポイント減は、基金の積み立てを出納整理期間中に
行うこととしたことが主な要因です。

（億円） 30 1020

1億7455万1000円（16.0％）1億7455万1000円（16.0％）

10億8930万3000円10億8930万3000円

30億1380万7000円30億1380万7000円

28億6887万円（95.2％）28億6887万円（95.2％）

37億7703万6000円37億7703万6000円

35億2104万9000円（93.2％）35億2104万9000円（93.2％）

50億7640万7000円（92.6％）50億7640万7000円（92.6％）

27億2901万円27億2901万円

19億1068万7000円19億1068万7000円

8億5787万7000円8億5787万7000円

27億8457万2000円27億8457万2000円
27億2866万4000円（98.0％）27億2866万4000円（98.0％）
27億7188万9000円（99.5％）27億7188万9000円（99.5％）

7215万1000円7215万1000円
6430万8000円（89.1％）6430万8000円（89.1％）
5983万6000円（82.9％）5983万6000円（82.9％）

2億5009万9000円2億5009万9000円
2億4939万3000円（99.7％）2億4939万3000円（99.7％）
2億4331万8000円（97.3％）2億4331万8000円（97.3％）

18億9893万100018億9893万1000円円
18億4635万800018億4635万8000円円（97.2％）（97.2％）
17億5877万200017億5877万2000円円（92.6％）（92.6％）

785万5000785万5000円円
746万2000746万2000円円（95.0％）（95.0％）
75万400075万4000円円（9.6％）（9.6％）

1億117万80001億117万8000円円
1億119万70001億119万7000円円（100.0％）（100.0％）
2389万80002389万8000円円（23.6％）（23.6％）

０

０

特別会計

平成21年度の財政状況

平成21年度に支出すると決定した額：支出負担行為額
国民健康国民健康
保 険保 険

老人保健老人保健

後期高齢後期高齢
者 医 療者 医 療

介護保険介護保険

介 護介 護
サービスサービス

駅 西駅 西
区画整理区画整理

駅 東駅 東
区画整理区画整理

駅西第二駅西第二
区画整理区画整理

中 央中 央
区画整理区画整理

公 共公 共
下 水 道下 水 道

4050
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特定の事業を実施する目的で一般会計から分離して積み立てを行い、必要に応じて取り
崩し、使用していくものです。

有価証券･出資による権利…51億9万6000円　村所有の土地…142万6593㎡　村所有の
建物…12万2185㎡

各種建設事業等を行う場合の財源として借り入れるもので、県知事の同意等に基づき借
り入れます。

平成21年度（平成22年３月31日現在）の村税収入を世帯数と人口で
割った１世帯当たりの負担額と１人当たりの負担額です。村税負担の状況

村　債

村の財産

基　金

平成21年度の財政状況

借入先 平成21年３月31日現在高 借 入 額 償 還 額 平成22年３月31日現在高
一般会計 71億2317万4000円 6億5590万円 7億611万1000円 70億7296万3000円
財務省 48億2879万8000円 4億2840万円 4億4182万3000円 48億1537万5000円
㈱かんぽ生命保険 16億2423万5000円 ―― 1億2753万4000円 14億9670万1000円
㈱ゆうちょ銀行 3240万円 ―― 556万4000円 2683万6000円
地方公共団体金融機構 1億5402万3000円 2億1220万円 4111万4000円 3億2510万9000円
銀行等 3億9547万8000円 1530万円 7703万6000円 3億3374万2000円
環境再生保全機構 8824万円 ―― 1304万円 7520万円
下水道会計 88億4192万9000円 1億8460万円 4億1929万5000円 86億723万4000円
財務省 31億6461万6000円 1億940万円 1億6382万8000円 31億1018万8000円
㈱かんぽ生命保険 26億9887万8000円 ―― 1億1229万5000円 25億8658万3000円
地方公共団体金融機構 29億7686万7000円 7520万円 1億4255万2000円 29億951万5000円
銀行等 156万8000円 ―― 62万円 94万8000円

合　　計 159億6510万3000円 8億4050万円 11億2540万6000円 156億8019万7000円

名　　称 平成21年３月31日現在高 積 立 額 取り崩し額 平成22年３月31日現在高
財政調整基金 35億3889万1618円 7億7621万595円 ―― 43億1510万2213円
減債基金 30億8832万5493円 4億2171万934円 ―― 35億1003万6427円
国際交流基金 1710万8659円 ―― ―― 1710万8659円
臨界事故事後対策基金 250万7152円 ―― ―― 250万7152円
児童福祉施設整備基金 2億8704万9008円 83万3041円 966万円 2億7822万2049円
緑化基金 2億8947万4716円 71万3580円 ―― 2億9018万8296円
消防緊急通信指令施設整備基金 1億2036万985円 34万5901円 ―― 1億2070万6886円
公立学校施設整備基金 30億5544万2108円 605万8688円 6億3926万3690円 24億2223万7106円
照沼小学校建設基金 7億5000万円 5億円 ―― 12億5000万円
中丸小学校建設基金 0円 4億5000万円 ―― 4億5000万円
地域福祉基金 2億1129万3260円 44万3233円 44万3233円 2億1129万3260円
芸術振興基金 1000万円 5万円 5万円 1000万円
奨学基金 1億7657万8766円 ―― ―― 1億7657万8766円
土地開発基金 5億円 ―― ―― 5億円
国民健康保険支払準備基金 5058万2404円 600万円 5000万円 658万2404円
介護給付費準備基金 4637万8442円 ―― 981万3602円 3656万4840円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 1999万9079円 ―― 646万1784円 1353万7295円

合　　計 121億6399万1690円 21億6236万5972円 7億1569万2309円 136億1066万5353円

収入済額 １世帯当たりの負担額 １人当たりの負担額
村税 120億3000万5762円 83万1031円 32万1615円
村民税 28億5185万3010円 19万7006円 7万6243円

うち個人分 21億2431万1465円 14万6747円 5万6792円
固定資産税 81億8950万3866円 56万5730円 21万8941円

うち個人分 10億4569万193円 7万2236円 2万7956円
軽自動車税 5887万9100円 4067円 1574円
村たばこ税 2億153万3408円 1万3922円 5388円
都市計画税 7億2823万6378円 5万306円 1万9469円

うち個人分 9307万6160円 6430円 2488円
※世帯数：14,476世帯　人口：37,405人（平成22年４月１日住民基本台帳）
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平成22年度東海村表彰 受賞者
役職･分野 氏名･団体名 功績内容

元自治会長 黒羽根 史朗 住民自治の推進鈴木    政浩

ボランティア
団体

独立行政法人 日本原子力研究開
発機構 東海研究開発センター 清掃活動等を通した地域環境の向上

国際交流茅根グループ 外国人への文化指導等を通した国際交流の推進
キャロットクラブ 読み聞かせなどを通した児童福祉の向上
レインボークラブ 読み聞かせなどを通した児童福祉の向上

アクモス株式会社 地域活動委員会 環境美化活動等を通した福祉の向上
全国障害者技能
競技大会金賞 市毛    孝治 全国障害者技能競技大会２年連続金賞（電子

機器組立部門、電子回路接続部門）
東海村介護認定
審査会委員

伊藤    勝夫 村の介護保険事業の推進松本    克一
元東海村農業委
員会委員 菊池    一二 村の農業の振興と発展

村議会議員

飛田    静幸

地方自治の発展井坂    成子
豊島    寛一
大名 美惠子

ボランティア
活動

橋本       力 道路の清掃による環境美化活動
竹之内    浩 道路の清掃による環境美化活動
髙橋 喜代志 道路の清掃による環境美化活動
佐藤    良雄 地域の防犯活動と環境美化活動
河田    信男 ごみ集積所とその周辺の環境美化活動
照沼 江い子

花壇の整備による環境美化活動村上    静江
塩澤 美津江
町田    德男 交通安全啓発活動

問
い
合
わ
せ　

総
務
部
総
務

課
総
務
法
制
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
３
１
３
）

　

５
月
24
日
、
役
場
に
お
い
て「
平

成
22
年
度
東
海
村
表
彰
」の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

村
政
の
発
展
や
福
祉･

文
化
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
村
民
の
模

範
と
な
る
行
い
を
な
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
、
奨

励
す
る
こ
と
で
、
村
政
や
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
意
欲･

意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
、
今
年
度
の
受
賞

者
と
な
っ
た
24
人（
５
団
体
含
む
）

の
方
々
に
は
、
村
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
―
―
東

海
村
が
何
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
よ
う
に〝
自
ら
が
住
む

地
域
を
ど
う
し
た
い
の
か
〞を
考
え
、

郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
た
だ
け

る
優
れ
た
人
々
が
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
健

康
に
留
意
さ
れ
、
今
後
と
も
東
海
村

の
発
展
に
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
度
の
受
賞
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

東
海
村
表
彰

東
海
村
表
彰

（敬称略）
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「平成22年度村･県民税納税通知書」を郵送します

　村･県民税は個人住民税とも呼ばれ、１月１日現在に住所または居所のある市区町村で、前年の
所得に応じて課税されます。年税額は、定められた額で一律に課される「均等割」と所得に応じて計
算される「所得割」を合計した額となります。「平成22年度村･県民税納税通知書」は６月中旬ごろお
手元に届きますので、納期限内の納付をお願いします。

納税通知書が届いたら…
■主な通知内容
　①税額（徴収方法ごとの税額内訳） ※送付された納税通知書で納付するのは、年税額のうち「普通
　徴収税額」です。 ②所得金額･所得控除額（所得金額･所得控除額の合計と内訳）――など　　　　
■納付方法
　納税通知書に付いている「納付書（兼領収済通知書）」を、切り離さずに、つづられた状態で金融機関
窓口までお持ちください。なお、口座振替の方は、各納期限日に指定の口座から引き落としとなります。
■平成22年度村･県民税の納期限

第１期･全期前納 第２期 第３期 第４期
６月30日（水） ８月31日（火） 11月１日（月） 平成23年１月31日（月）

　平成21年度は、村･県民税が毎月給与から特別徴収（天引き）されている方も、公的年金所得
にかかる税額分は普通徴収（納付書）で納めていただきましたが、平成22年度からは、公的年金
所得分の村･県民税も、原則、給与所得分と一括して給与から特別徴収されます。なお、普通
徴収での納付もできますので、ご希望の方はお問い合わせください。
■対　　象　①平成22年４月１日現在65歳未満②給与所得があり、村･県民税を特
別徴収で納付している③公的年金を受給しており、公的年金所得が０円より多
い（公的年金収入額が70万円を超えている）――を満たす方

　

〜
６
月
30
日（
水
）ま
で
に
現
況
届
を
〜

　

児
童
手
当
は
子
ど
も
手
当
に
移
行
し
ま
す
。

引
き
続
き
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
現
況

届（
受
給
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
も
の
）が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
６
月
中
旬

ご
ろ
、
現
況
届
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
提
出

が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、期
限
内
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み 

①
現
況
届
②
印
鑑
③
保
険
証
の

写
し(

全
員
分)

―
―
を
持
参
の
上
、
社
会
福

祉
課
こ
ど
も
室（
役
場
行
政
棟
１
階
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象 

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も

■
支

給

額　

月
額
１
万
３
千
円
／
人 （
年
３
回
）

子
ど
も
手
当
制
度
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
制
度
に
つ
い
て

新
規
に
申
請
が
必
要
な
方
へ

　

〜
９
月
30
日（
木
）ま
で
に
申
請
を
〜

■
対　
　

象 

▼
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方　

▼
中

学
２･

３
年
生
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

■
申
し
込
み 

①
印
鑑
②
保
険
証
の
写
し（
保

護
者
と
18
歳
ま
で
の
養
育
す
る
子
ど
も
全
員

分
）、
銀
行
口
座
の
写
し（
生
計
中
心
者
の
も

の
）―
―
を
持
参
の
上
、
社
会
福
祉
課
こ
ど

も
室
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　総務部税務課住民税担当（☎282-1711 内線1117･1118）

公的年金所得にかかる村･県民税も給与から特別徴収（天引き）されます

問
い
合
わ
せ 

福
祉
部
社
会
福
祉
課
こ
ど
も
室

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
８
５
）

――第１期の納期限は６月30日（水）です――

平
成
22
年
３
月
31
日
現
在

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
へ
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こんにちは！こんにちは！
村立東海病院村立東海病院ですです

４月から着任した新しい医師を紹介します！４月から着任した新しい医師を紹介します！

自治医科大学医学部卒業。37歳。
日立市出身。

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、福祉部保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

【主な職歴】
　昭和59年５月から昭和63年３月まで国立水
戸病院（現･水戸医療センター）に勤務。昭和63
年４月から平成４年３月まで東北大学抗酸菌研
究所において癌

がん

の研究に従事。その後、山形県
立新庄病院外科、岩手県立中央病院外科、東北
大学医学部救急医学講座、仙台市立病院外科、
国立水戸病院一般･消化器外科･救急医療、大洗
海岸病院を経て、平成22年４月から村立東海
病院外科に勤務。
【ごあいさつ】
　このたび、縁あって当院で外科診療を担当
させていただくことになりました。少年時代、
家族で村松虚空蔵尊へ「十三参り」に訪れたこ
とが懐かしく思い出されます。微力ながら、
「かかりつけ医の機能を充実させる」という当
院の目標に沿った医療の実現に尽力いたす所
存です。
　外科の診療において、まず外傷（けが）･熱傷
（やけど）に対しては、大学同期の夏井睦先生（石
岡第一病院）提唱の「湿潤療法」を取り入れた治
療を行っています。次に、体表の腫

しゅりゅう

瘤（しこり）
や、そけいヘルニア（脱腸）などに対する、日帰
り･短期滞在の手術にできるだけ対応いたしま
す。村の検診や介護認定のお手伝いもさせてい
ただきます。また、総合病院等で治療を受けら
れている方々に対しては、地元の主治医として
の役割を担うべく、最新の医療技術修得の研さ
んに努めたいと思います。
　グローカリズム、すなわちグローバルにもの
を見ながら、自分が拠点を置くローカル（地方）
を大切にする立場で、診療を提供できれば幸い
に存じます。どうぞよろしくお願いいたします。

【主な職歴】
　平成11年５月から平成13年１月まで茨城県水戸
保健所兼保健福祉部厚生指導課（茨城県立中央病
院）に勤務。その後、自治医科大学医学部精神科、
北茨城市立総合病院、友部町国保病院（現･笠間市
立病院）、常陸大宮市国民健康保険美和診療所を
経て、平成22年４月から村立東海病院内科に勤務。
【ごあいさつ】
　このたび、村立東海病院にお世話になることに
なりました、薄井尊信と申します。私の出身はお
隣の日立市ですので、東海村には大変親近感を
持っております。現在私が住んでいるところは、
小学校の時の友人宅から本当に近いところです
ので、驚きとともにとても懐かしく感じています。
　職歴にもありますように、私は自治医科大学の
卒業生ですので、地域医療には大変興味を持って
おります。入職前には、いわゆるへき地の一人診
療所（医師が自分一人）で勤務しておりましたが、
そこではかかりつけ医としてまさに地域に根付い
た仕事をさせていただいたと自負しております。
　しかしながら自分の知識や自分だけでできる
ことは限られており、当時、何でも気軽に相談
できる後方支援病院の存在を大変ありがたく感
じておりました。そのような経験を生かし、私
は、患者さんや患者さんのことで困っておられ
るご家族の皆さまなどにとって、気軽な相談窓
口でありたいと考えています。
　ベテランの先生方のアドバイスをいただきなが
ら、そして病院スタッフと相談を重ねながら、少
しでも皆さまのお役に立てるよう、私の好きな言
葉である「至

し せ い そ く だ つ

誠惻怛」を胸に一所懸命頑張るつも
りです。住民の皆さま、どうぞよろしくお願いい
たします。

東北大学大学院医学研究科外科学
専攻。医学博士。54歳。下館市（現
･筑西市）出身。

外科医
小栗 裕（おぐり･ひろし）

内科医
薄井 尊信（うすい･たかのぶ）
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チ
ャ
ン
ネ
ル

25

チチチチチチチチチチチチチチチチ

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス「
青
空
」を
紹
介
し
ま
す

　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス「
青
空
」は
、
な
ご
み･

総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
あ
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で

お
茶
を
飲
ん
だ
り
、畳
の
上
で
く
つ
ろ
い
だ
り
と
、ゆ
っ

く
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
部
屋
で
す
。

●
利
用
で
き
る
の
は
？

　

精
神
科･

心
療
内
科
へ
の
通
院
治
療
を
継
続
し
、
病

状
が
安
定
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　
「
青
空
」で
は
、主
に
次
の
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼「
ぴ
あ
カ
フ
ェ
」…
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
お
茶
会
▼「
Ｏ
Ｃ
Ｎ
」…
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
と
利
用
者
と
の
お
茶
会
▼「
お
い
し
い
生
活
」

…
軽
食
を
中
心
と
し
た
料
理
会
―
―
い
ず
れ
も「
青
空
」

に
来
た
そ
の
日
の
気
分
で
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

行
事
が
な
い
日

は
、
利
用
者
同
士

や
な
ご
み･

総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
と
だ
ん
ら
ん
し

た
り
、
テ
レ
ビ
を

観
た
り
、
利
用
者

が
持
参
し
た
パ
ソ

コ
ン
で
音
楽
鑑
賞

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

村
で
は
今
年
か
ら
生
ご
み
を
回

収
し
、
堆た

い

ひ肥
化
し
て
土
に
還
元
す
る

と
い
う
県
内
の
自
治
体
で
も
珍
し

い
取
り
組
み
を
始
め
ま
す（
ご
み
ゼ

ロ
推
進
課
で
モ
デ
ル
地
区
を
募
集

中
）。
こ
の
事
業
に
は
３
つ
の
大
き

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
①
焼
却
経

費
の
軽
減
で
す
。
生
ご
み
は
水
分

が
多
い
た
め
多
く
の
燃
料
を
必
要

と
し
ま
す
。
②
二
酸
化
炭
素
の
発
生

を
抑
止
し
ま
す
。
炭
水
化
物
等
を
燃

や
す
と
二
酸
化
炭
素
の
発
生
に
つ

な
が
り
ま
す
。
③
生
ご
み
を
堆
肥

と
し
て
土
壌
に
施
用
す
る
こ
と
で
、
炭
素

を
地
中
に
固
定
し
、
封
じ
込
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
さ
れ
て
お
り
、
農
地
土
壌
に
よ
る
炭

素
の
固
定
化
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ご
ろ
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
の
科
学

的
デ
ー
タ
の
信
ぴ
ょ
う
性
に
対
し
て
、
日
本
学
術
会
議
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
酸
化
炭
素
が

地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
に
は
、
少
し
で
も
二

酸
化
炭
素
を
減
ら
す
暮
ら
し
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
農
地
で
生
産
さ
れ
た
食
料
の
残
り
か
す
を
堆
肥
と
し

て
農
地
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
規
模
で

の
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
上
で
、
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
も
家
庭
の
生
ご
み
か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

生ごみの堆肥化が地球温暖化を救う？

vol.vol.1212

菜 園 ナ ビ

ト
で
情
報
検
索
を
し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
お
昼
に

は
、
１
階
の
喫
茶「
響
」で
食
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
、

皆
さ
ん
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

心
配
な
こ
と
や
悩
み
が
あ
る
時
は
、
な
ご
み･

総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保

健
師
等
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
１
日
に
10
人
程
度
の
方
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
来
て
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る〝
憩
い
の
場
〞

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
利
用
者
の
声
〜
初
代
い
も
ジ
ィ
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
〜

　
●
相
談
は
お
気
軽
に

　

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が

随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。
悩
み
や
さ
さ
い
な
疑
問
等
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
部
介
護
福
祉
課

地
域
支
援
室 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

　

行
き
場
が
な
く
引
き
こ

も
り
だ
っ
た
僕
に
居
場
所

が
で
き
ま
し
た
。「
青
空
」

は
強
制
が
な
く
自
由
で
す
。

一
般
的
な
ル
ー
ル
を
守
れ

ば
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
友
達
も
で
き

ま
し
た
。
こ
の〝
ま
っ
た

り
〞
と
し
た
雰
囲
気
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

フリースペース「青空」の様子フリースペース「青空」の様子
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

　
「
カ
ラ
期
間
」と
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
期
間

の
こ
と
で
す
。
こ
の「
カ
ラ
期
間
」と
年
金
の
加
入
期
間
を

合
わ
せ
た
期
間
が
25
年
以
上
あ
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
の

資
格
期
間
を
満
た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
主
な「
カ
ラ
期

間
」は
①
昭
和
36
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
間

で
、
配
偶
者
が
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
間
、
本
人
が
何
の
年
金
に
も
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
②
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
間
で
海
外
に
在
住
し
て
い
た
期
間
③
昭
和
36
年

４
月
以
後
の
厚
生
年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金
を
受
け
た
期

間（
昭
和
61
年
４
月
以
後
に
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る

場
合
に
限
る
）④
昭
和
36
年
４
月
以
前
の
厚
生
年
金
保
険
等

の
被
保
険
者
期
間
で
通
算
対
象
期
間
に
な
る
も
の
⑤
学
生

で
あ
っ
た
昭
和
36
年
４
月
か
ら
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
期

間
⑥
在
日
外
国
人
の
う
ち
一
定
範
囲
の
方
で
昭
和
57
年
１

月
１
日
前
の
期
間
―
―
な
ど
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の「
カ
ラ
期
間
」は
年
金
の
未
加
入
期
間
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
年
金
機
構
に
は
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、〝
本
人
の
申
し
出
〞に
基
づ
い
て「
カ
ラ
期

間
」の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自

分
に「
カ
ラ
期
間
」が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
年
金
の

受
給
権
に
結
び
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
水
戸
北
年

金
事
務
所（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
カ
ラ
期
間
」

が
な
い
た
め
に
、
25
年
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
は
、

60
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎

282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

「
カ
ラ
期
間（
合
算
対
象
期
間
）」は

「
カ
ラ
期
間（
合
算
対
象
期
間
）」は

あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か

　

ＰＡＲＴ . 109ＰＡＲＴ . 109

あ
ま
り
な
く
、
積
極
的
な
プ
レ
ー
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
経
験
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
は
、
自
分
で
考
え
て
プ
レ
ー
を
す
る

積
極
的
な
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
試
合
の
時
等
、

良
い
プ
レ
ー
を
し
た
と
き
は
、
精
い
っ
ぱ
い
褒
め

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
照
れ
な
が
ら
う
れ
し
そ
う

に
し
、
プ
レ
ー
が
乗
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
積
極

的
に
プ
レ
ー
を
し
た
け
れ
ど
も
失
敗
し
た
と
き
に

は
、「
ナ
イ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」と
た
た
え
、
そ
の

後
、
何
が
失
敗
の
原
因
だ
っ
た
の
か
を
子
ど
も
た

ち
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

消
極
的
な
プ
レ
ー
を
し
た
と
き
に
は
、「
失
敗
し

て
も
い
い
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ろ
」と
指
導
し

ま
す
。
今
後
も
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
私
の
方

か
ら
積
極
的
に
声
を
掛
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
常
に
失
敗
を
恐
れ
な

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
６
月
11
日
か
ら
始
ま
る

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会

で
は
、
日
本
は
ど
こ
ま
で
勝
ち
進
む
で
し
ょ
う

か
。
み
ん
な
で
精
い
っ
ぱ
い
日
本
代
表
を
応
援
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
近
い
将
来
、
東
海
村
出
身

の
サ
ッ
カ
ー
小
僧
た
ち
が
成
長
し
、
プ
ロ
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
と
な
り
、日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ピ
ッ
チ
に
立
つ
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
夢
を
あ
き
ら
め
ず
、〝
失
敗
を

恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〞で
あ
れ
ば
き
っ
と

可
能
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

指導者からのメッセージ

少年育成
体 験 記青

　

私
は
、
自
分
の
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
知

り
合
い
が
増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
得
て
、
今

は
中
丸
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
員
を

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
東
海
南
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
外
部
コ
ー
チ
や
子
ど
も
が
加
入
し
て
い

る
照
沼
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
父
兄
コ
ー

チ
と
し
て
練
習
や
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
を
す
る
上
で
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
指
導

者
は
、
プ
レ
ー
に
対
し
て
、
失
敗
し
な
い
た
め
に

は
何
を
す
る
べ
き
か
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
し

か
し
そ
こ
に
は
、
自
分
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
が

失敗を恐れずチャレンジしよう！

中丸サッカースポーツ少年団指導員　村松　鈴
す ず き

木　快
よ し ま さ

昌

※後列左から4番目が今回のエッセイスト※後列左から4番目が今回のエッセイスト



12 ●

●
５月10日、総合福祉センター「絆」の食堂で、食堂の愛称が
お披露目されました。たくさんの人に親しみを持って利用
してもらいたいと募集した食堂の愛称――32人の応募の中
から“さんさん”が選ばれました。「ガラス張りの食堂はいつ
も太陽の光があふれていて、この名称しかないと思いまし
た」と、愛称を考案した大串美知子さんが話すように、明る
い食堂には、毎日親子連れやお年寄りでにぎわう様子が見
られます。食堂を運営する株式会社燦

さんしょく

食では「気軽に利用
できる食堂にし、多くの方に東海村名物の“いも好いとん”
を食べてもらいたいです」と今後に期待を寄せています。

●総合福祉センター「絆」の食堂、愛称は“さんさん”

最優秀賞に選ばれた大串美知子さん（“さんさん”の看
板を持っているのが大串さん）と入選者の皆さん

●●日ごろの感謝を込めて…シルバー人材センターがクリーン作戦
５月21日、東海村シルバー人材センターの役職員や専門部会委員
等16人が、二軒茶屋交差点から合同庁舎にかけて、沿道の「クリー
ンウォーク」を行いました。これは、日ごろからお世話になっている
地域の方々への感謝と自分たちの健康維持のため、同センターが
毎年10月に実施している東海駅周辺清掃奉仕作業とは別に広報部
会が企画した初の試み。夏を感じさせる暑さの中、はつらつと取り
組む姿に、すれ違う方からは「ご苦労さまです」の一言も。広報部
長の大塚吉藏さんは、「この活動を継続して、多くの会員とともに
村内各所で取り組んでいきたい。東海村のために、少しでもシル
バーパワーがお役に立てれば…」と、今後の意気込みを話しました。

●長年の明るい選挙推進活動に対し、総務大臣から感謝状
昨年11月に「選挙制度120周年記念総務大臣表彰」を受賞した
岡田セツ子さん（白方）が、５月31日、村長へ報告に訪れまし
た。これは、昨年の選挙制度120周年を記念して、長年、民
主政治の確立や選挙の啓発活動に尽力し、功績を挙げた方々
に贈られたもの。岡田さんは、17年以上にわたり「東海村白バ
ラ会」の会長を務めており、「東海まつり」や「成人式」、選挙時
等、自ら先頭に立って明るい選挙推進のための地道な啓発活
動を行ってきました。「会員の皆さんの協力があってこそ受賞
できた賞です」と、感謝の気持ちを述べた岡田さん。これか
らも多くの人に“１票１票の大切さ”を伝えていってください。

「東海村白バラ会」の皆さん（前列左から５番目が岡田さん）と村上村長（前
列左から４番目）

「東海村白バラ会」の明るい選挙推進活動の
様子（「東海まつり」にて）
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小さな知識で大きな安心 原子力 ･防災マメ知識 ⑤

　防災行政無線は、住民の安全を確保するため
の通信システムです。放送は、役場と消防署か
らしています。
　定時には、村からのお知らせや各種行事の案
内等を行っていますが、臨時に放送することも
あります。臨時の非常放送のときは、戸別受信
機の音量を絞っていても情報が伝わるよう、自
動的に音量を高めて放送します。
　屋外放送塔には、音声が届く範囲の違いによ
り、出力の異なるスピーカーを設置しています。
また、音声が重なり聞こえにくくなるのを防ぐ
ため、地域ごとに数秒の時間差をつけて放送し
ています。このほか、特定の地域や村内の役場
職員等、対象を絞って屋外放送塔や戸別受信機
に放送することもできます。
　これらの通信システムを活用して、緊急時に
は、被害を最小限にとどめるために、迅速に情
報を伝達します。ＪＣＯ臨界事故のときは、９
月30日の事故発生から避難住民が帰宅した10

月２日午後９時までの間に72回の放送を行い
ました。この事故の反省から、その後、戸別受
信機を一般家庭以外のスーパーや工場等、人が
集まる場所にも設置することとしました。
　戸別受信機は、乾電池を入れると非常時に 
は屋外に持ち出し、放送を聞くことが可能とな
り、避難中でも状況の把握に役立ちます。年１
回程度を目安に新品の乾電池に交換することや
電池の液漏れなどの点検をして非常時に備えて
ください。平成22年５月25日発行の「広報とう
かい」（４ページ）でも戸別受信機について掲載
していますので、併せてご覧ください。
　原子力対策課では、これら設備の保守管理や
戸別受信機の貸与等を実施しています。まだ戸
別受信機が家に無いという方は、ご連絡くださ
い。また、村外に転出の際には、原子力対策課
へ返却してください。
●問い合わせ 経済環境部原子力対策課原子力
･防災担当（☎282-1711 内線1519）

聞こえていますか？「防災行政無線と戸別受信機」
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ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ
■開館時間 午前10時～午後７時
■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

すべてギャラリーＡ（２階）　※ギャラリーＢ（１階）は休館です。

「ディア･ドクター」を上映します
　好評の映画上映会、「東海ワンコイン劇場」を今年も東海文
化センターで開催します。６月の上映は、昨年公開された大
ヒット作「ディア･ドクター」――。常陸太田市で撮影され、
県内でも大きな話題となった作品です。ぜひご覧ください。
■期　　日 ６月27日（日）
■上映開始時間 ①午前10時 ②午後１時 ③午後３時40分 
④午後６時10分（全４回）

■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 500円／人（全席自由･３歳以上有料） ※前売り
券の販売はありません。

■問い合わせ 東海村文化･スポーツ振興財団（東海文化セン
ター内 ☎282-8511）

山あいの小さな村から、村の唯一の医

師･伊野が突然謎の失
しっそう

踪を遂げた。村

人から絶大な信頼を受けていた伊野が

ひた隠しにした“うそ”とは…。

　自然に咲いている草花の色、
形を作品としてそのまま残すこ
とができるのが押し花、レカン
フラワー、葉画です。人物や生
き物、風景等を表現したり、ア
クセサリーや小物を組み合わせ
たりすることもできます。約20

人の出品者で100点近くを展示します。

押し花･レカンフラワー ･葉画アート展

６月13日（日）～ 19日（土）
最終日は午後３時まで

　スタジオアウローラ（代表：鳴
なるかみ

神布
未代さん）の生徒作品展。磁器レー
スドールとは、液状磁土を染み込ま
せたレースをあしらって高温焼成す
るもので、18世紀ごろから製作され
ています。一見、柔らかな衣装をま

とった人形ですが、ボディもドレスも繊細なレース状
の焼き物です。優雅で美しい作品をご堪能ください。

６月20日（日）～ 26日（土）
最終日は午後３時まで

磁器レースドール展

　皐月会は、古典的な細字のかな書
4 4 4

を中心に、公募展出品も視野に入れ
て書作に取り組む集まりです。今
回は、香瓔会創立30周年記念「全国
１万人展」の一環として展覧会を開
催します。風炉先、茶掛、現代の洋
間にも合う色紙･短冊･扇面等、生活

を彩る作品を中心に仕上げました。

７月４日（日）～ 10日（土）
通常は午後６時まで／最終日は正午まで

　和紙ちぎり絵は、和紙本
来の性質を生かすために、指
でちぎって表現する方法を
主体としています。古い伝
統に培われた和紙が、表現

の仕方でユニークな作品となり、現代生活の中
に溶け込んでいきます。今回は空間を生かして、
陶芸作品と組み合わせた二人展を開催します。

６月27日（日）～７月３日（土）
最終日は午後２時まで

和紙ちぎり絵･陶芸二人展 第３回皐月会書作展

東海ワンコイン劇場2010
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テレホンサービス（☎0120-42-4848） ※屋外放送を無料で聞くことができます。

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 22年５月１日現在
前月比

世 帯 数 14,197 世帯 ＋ 47
総 人 口 37,198 人 ＋ 65
男 18,730 人 ＋ 43
女 18,468 人 ＋ 22

納 期 限 ６月30日（水）

納付種別

村県民税（全期･第１期分）
介護保険料（第２期分）
里川堰土地改良区費（第２期分）
圷土地改良区経常賦課金（前期分）

６月の納付

人口と世帯数

募集募集
夏休み期間対応の
障がい児施設指導員を募集します
●雇用期間 ７月１日～８月31日
●勤務時間 月曜日から金曜日まで（祝日を除
く）の午前８時30分～午後６時30分のうち、
村が指定する５時間
●雇用要件 ①保育士の資格、幼稚園教諭また
は小中学校教員の免許を有する②障がい者
（児）関係の施設等で勤務経験がある③福祉を
学んでいる学生――のいずれかの条件を満た
す方（10人程度）
●賃　　金 ①②の方…時給1,070円　③の方
…時給850円
●そ の 他 ▼諸手当…通勤手当　▼福利厚生
…雇用保険に加入（①②の方のみ）
●選考方法 ６月22日（火）に面接試験を行い
ます。
●申し込み・問合せ ６月18日（金）まで（土･
日曜日を除く）に▼履歴書（顔写真貼付）▼資
格免許の写し▼勤務していた（している）こと
を証明できるもの、または学生証の写し――
を持参の上、なごみ･総合支援センター（☎
287-2525）へ申し込みください。

■活動日時 毎週水･日曜日 午後４時～７時
■場　　所 中丸コミュニティセンター、白方
コミュニティセンター
■会　　費 入会金…500円／人　
※ボール代等を随時徴収します。
■申し込み・問合せ 石上信幸さ
ん（☎282-2996）

　「はじめの一歩」は、芝居経験の少ないメン
バーで構成されたボランティアの劇団です。今
後は寸劇を通して、社会福祉問題や家庭問題、
悪徳商法問題等、私たちを取り巻くさまざまな
問題の解決の糸口としてお役に立てるよう、活
動していきたいと考えています。性別や年齢、
経験は問いません。私たちと一緒に活動してみ
ませんか。
■申し込み・問合せ 瀬川實さん（☎090-1669-
6961）

卓球クラブ「ゆうがお」会員募集

ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）を
農業用機械へ利用する方を募集します
　村では、村内の家庭や学校給食等から出る廃
食用油を原料に、軽油代替燃料であるＢＤＦを
製造しています。石油資源である軽油に代えて
リサイクルされたＢＤＦを利用することで、地
球温暖化の防止につながるだけでなく、循環型
社会の形成にも役立ちます。皆
さんもぜひ、環境に優しい燃料
を利用してみませんか。
●期　　間 平成23年３月まで
●対　　象 村内に住所を有し、村内の土地で
農業用機械を使用している方

●定　　員 利用者１人当たり100リットルを
上限とし、村が提供可能な量の範囲内で、先
着順に利用者を決定します。

●利 用 料 無料
●申し込み・問合せ ６月14日（月）から７月
13日（火）まで（土･日曜日を除く）の午前８時
30分～午後５時15分に、環境政策課（役場行
政棟４階）備え付けの「ＢＤＦ利用申込書」に
必要事項を記入の上、経済環境部環境政策課
環境計画推進室（内線1454）へ申し込みくだ
さい。

劇団「はじめの一歩」劇団員募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 医療機関名 電話番号
13日（日）茨城東病院 282-1151
20日（日）村立東海病院 282-2188
27日（日）武藤小児クリニック 282-7722
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…24時間対応
茨城県救急医療情報コントロールセンター（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後５時…日曜日･祝日･年
末年始（12月29日～１月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日
プッシュ回線の固定電話、携帯電話から（☎#8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

実施日時 第１･３木曜日　午後７時まで
実施課 取り扱い業務※

住民課
（内線1125）

住民登録（転出･転入等）、印鑑登録、外
国人登録に関する手続き、パスポート
の交付、各種証明書･許可書の発行等

保健年金課
（内線1131）

国民健康保険、国民年金、後期高齢者
医療、医療福祉（マル福制度等）、母子
健康手帳の交付等

社会福祉課
（内線1183）

保育所（入退所の手続き）、子ども手当･
児童扶養手当の申請等

水道課
（内線1153）

水道の給水開始･中止の手続き、上下水
道料金の支払い（下水道料金のみの取り
扱いはできません）

※一部取り扱いのない業務がありますので、事前に
ご確認の上、お越しください。

６月の休日診療日程

窓口業務時間延長

■期　　日 ６月26日（土）
■時　　間 午前９時～正午
■場　　所 消防庁舎（会議室）
■定　　員 先着20人（最少催行人数５人）
■内　　容 心肺蘇

そ せ い

生法･ＡＥＤ取り扱い･止血
法等、実技を中心に行います。

■そ の 他 ①動きやすい服装でご参加くださ
い。②普通救命講習修了証を交付します。③
講習会を受講して２年以上が経過している方
も、修了証を持参の上、再受講してください。

■申し込み・問合せ ６月13日（日）から24日
（木）までに、消防署救急救助担当（☎282-
2038）へ申し込みください。※職場･サーク
ル等で５人以上集まれば、いつでも講習を実
施しますので、お気軽にご相談ください。

「普通救命講習会」を実施します
受講
料

受講
料

無　
料

無　
料

大人が楽しむおはなし会
　読み聞かせボランティア「たんぽぽの会」によ
るお話し会です。幼い日を思い出して、心穏や
かな時間を過ごしてみませんか。
■期　　日 ６月17日（木）
■時　　間 午前10時30分～ 11時30分
■場　　所 図書館（多目的ルーム）
■対　　象 大人の方
■内　　容 絵本、紙芝居、朗読等

会津のくらしと語り
　会津を代表する語り部として活躍されている
山田登志美さんを迎え、お話し会を行います。
■期　　日 ６月27日（日)
■時　　間 午前10時30分～正午
■場　　所 図書館（多目的ルーム）
■対　　象 幼児から大人まで
■内　　容 昔語り、民話等

問 合 せ
　村立図書館（☎282-3435） ※どちらのお話
し会も、事前申し込みは不要です。

図書館からお話し会のご案内

催し物（講演会ほか）催し物（講演会ほか）

東海村文化祭2010
参加者募集
　東海村文化祭実行委員会では、10月29日
（金）から31日（日）に開催予定の「東海村文化
祭2010」に参加する方、出展する方を募集し
ます。歌や楽器、ダンスのステージ発表、生
け花や絵画、書道、写真の出展等、日ごろ作
られた皆さんの“作品”を発表してみませんか。
会場は東海文化センター、総合体育館、中央
公民館等です。詳細については、お問い合わ
せください。
●対　　象 村内在住･在勤の個人、村内で文
化活動をする団体。ただし、営利目的の方は
ご遠慮ください。
●参 加 料 3,000円／団体
●申し込み・問合せ 東海文化センター備え付
けの「新規行事の団体参加応募票」に必要事項
を記入の上、７月15日（木）までに、東海村
文化祭実行委員会事務局（東海文化センター
内 ☎282-8511）へ申し込みください。※昨
年参加された団体等には「継続参加登録票」を
郵送します。

　小中学校や高等学校で使用している教科書への
理解や関心を深めていただくための展示会です。
■期　　間 ６月18日（金）～７月１日（木） ※日
曜日を除きます。
■時　　間 午前９時～午後５時
■場　　所 役場行政棟４階（402会議室）
■問 合 せ 教育委員会学校教育課学校教育担
当（内線1414）

教科書展示会を開催します
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　常時介護が必要な方を在宅で介護している家
族の交流会を実施します。皆さんでリフレッ
シュしませんか。
■期　　日 ７月３日（土）
■時　　間 午前10時～午後１時
■場　　所 真崎コミュニティセンター
■対　　象 要介護２以上または障がいを持つ
方を介護している家族

■定　　員 60人
■内　　容 福祉用具の上手な利用法等
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ ６ 月25日（金）ま で に、
なごみ･総合支援センター（☎287-2516）へ
申し込みください。

家 族 介 護 者 交 流 会
　いばらき就職･生活総合支援センターのキャ
リアカウンセラーや就労相談員等による就職相
談会です。
■期　　日 ７月16日（金）
■時　　間 午前10時～午後４時
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■定　　員 先着30人
■内　　容 求人情報の提供、履歴書作成･面
接試験のアドバイスなど ※午前は講話、午
後は個別面談（希望者のみ）を行います。
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ ６月14日（月）から、総
務部自治推進課村民相談室（内線1264）へ申
し込みください。

「スカシユリ」と「高師小僧」の
見学会を開催します
　日本原子力研究開発機構敷地内にある村の花
「スカシユリ」と東海中央土地区画整理事業地内
で発見された非常に珍しい「高

た か し こ ぞ う

師小僧」（管状、
樹枝状等さまざまな形をした褐

かっ て っ こ う

鉄鉱の塊）の見
学会を開催します。
●期　　日 ７月14日（水）
●時　　間 午前９時30分～ 11時30分
●集合場所 役場正面玄関前
●対　　象 村内在住の方
●定　　員 30人 ※申し込み多数の場合は抽
選となります。

●申し込み・問合せ 往復はがきに「スカシユ
リと高師小僧の見学会参加希望」と①住所②
氏名③性別④電話番号――を記入の上、６
月25日（金）（当日消印有効）までに、教育
委員会社会教育課文化･スポーツ振興担当
（〒319-1192 東海3-7-1 内線1422）へ申し
込みください。 ※記入事項は、日本原子力
研究開発機構への入構手続きに使用します。

ふるさと女性大学「葦の会」開講
　ふるさとづくり活動の中心となる女性リー
ダーを育成する講座です。
■期　　日 ７月16日（金）、８月10日（火）、９
月13日（月）、10月15日（金）、11月15日（月）、
平成23年１月20日（木）（全６回）
■場　　所 茨城県総合福祉会館（水戸市千波
町1918）

■対　　象 村内在住の女性
■内　　容 地域づくり･食と農･介護･教育･社
会･生活環境等についての講義（全11講座）

■受 講 料 ３,000円／人（資料代等）
■申し込み・問合せ ６ 月30日（水）ま で に、
経済環境部経済課農業振興担当（内線1436）
へ申し込みください。

■期　　日 ７月10日（土）
■時　　間 午後１時30分～３時15分
■場　　所 総合福祉センター「絆」
■対　　象 村内在住･在勤の方（先着150人）
■講　　演 演題…「今この生きている一日を
大切に生きたい」 講師…勇

ゆ う き

希歩
あゆむ

さん（「アヒル
と電信柱～障害と健常のはざまで～」著者）
■入 場 料 無料
■申し込み・問合せ ７月２日（金）までに、東
海村社会福祉協議会（☎282-2804）へ申し込
みください。

福祉教育講演会を開催します

　環境保全型農業の普及啓発の一環として、「と
うかい環境農業塾（有機農業実践コース）」を開
講します。農業初心者を歓迎します。
■期　　日 ７月11日･25日、８月29日、９
月12日･26日、10月３日･10日･24日、11月
７日･28日（すべて日曜日 全10回）
■時　　間 午前10時30分～午後４時
■場　　所 農業支援センター、実証圃

ほ

場
■対　　象 村内在住で、村内において有機栽
培等の環境保全型農業に取り組みたいと考え
ている方
■定　　員 先着15人（新規の方優先）
■内　　容 有機農業に関する講義や栽培実習
を中心とした実践的講座、圃場管理等 ※午
前は講義、午後は実習を行います。
■講　　師 涌井義郎さん（財団法人農民教育
協会鯉淵学園農業栄養専門学校教授）
■受 講 料 3,150円／人（テキスト代）
■申し込み・問合せ ６月13日（日）から20日
（日）までに、電話（月曜日を除く）またはファ
クシミリ（「とうかい環境農業塾受講希望」と
住所･氏名･電話番号を明記）で、農業支援セ
ンター（東海ファーマーズマーケット「にじの
なか」内 ☎287-7867 FAX287-7868）へ申
し込みください。

「就職相談会」を開催します

「とうかい環境農業塾」
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エトセトラエトセトラ

６月６日～12日は「危険物安全週間」

■期　　間 ７月11日から９月12日までの毎
週日曜日 ※７月18日、８月15日を除きます。
■時　　間 午前７時～９時
■場　　所 村テニスコート
■対　　象 村内在住･在勤（同居家族を含む）･
在学で中学生以上の方
■定　　員 先着60人（最少催行人数30人）
■参 加 費 3,000円／人
■申し込み・問合せ ６月15日（火）から29日
（火）までの午前９時～午後５時に、参加費を
添えて、総合体育館（☎283-0673）へ申し込
みください。

チャレンジスクール「早朝テニスの部」

～ ６月20日から７月19日まで全国で実施 ～～ ６月20日から７月19日まで全国で実施 ～
　麻薬･大麻･覚せい剤･違法ドラッグ･シンナー
などの薬物の乱用は、精神や体をボロボロにす
るなどの恐ろしい結果を招きます。１回だけで
も「ダメ。ゼッタイ。」
　なお、６月19日（土）午後２時から那珂湊
ショッピングセンター「ピアポート」（ひたちな
か市栄町2-13-25）で、ヤングボランティアな
どによる街頭キャンペーンが実施されます。
■問 合 せ ひたちなか市保健所衛生課（☎
265-5645）

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動「ダメ。ゼッタイ。」普及運動

■期　　日 ８月１日（日）
■時　　間 午前８時50分～午後２時
■場　　所 茨城県企業局県中央水道事務所
（那珂市豊喰685）
■対　　象 小学３年生から６年生までの児童
とその保護者（50組） ※申し込み多数の場合
は抽選となります。

■内　　容 水道水を作る実験、浄水場見学、
水に親しむイベントなど

■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ は が き、ファクシミ
リ、電子メールのいずれかに、「夏休み親子
水道教室参加希望」と住所･氏名（児童･保護
者）･児童の学年･電話番号を明記の上、７
月12日（月）までに、財団法人茨城県企業
公社（〒310-0852 水戸市笠原町978-25 
☎301-1133 FAX301-1135 電 子 メ ー ル
kigyoukousha@mizudasu.or.jp）へ申し込み
ください。

「夏休み親子水道教室」

■日 程 等

■対　　象 県内在住･在勤･在学で18歳以上
40歳未満の方（15人程度）
■参 加 費 85,000円／人
■申し込み 所定の申込書に必要事項を記入の
上、６月26日（土）までに、青少年センター（☎
282-7049）へ申し込みください。
■問 合 せ いばらき若者塾事業実行委員会
（茨城県女性青少年課内 ☎301-2183）

７月17日（土）
･18日（日）

基調講演、コミュニケーション
力向上トレーニングなど

８月20日（金）
～24日（火）

海外研修（韓国）、現地青年との
交流や意見交換会等

９月11日（土）地域活動事例講座、地域活動ワークショップなど
平成23年2月
19日（土）

研修成果発表会、今後の地域活
動に向けた座談会等

　～ 危険物　事故は瞬間　無事故は習慣 ～
　事業所における、事故や災害を防止するため、
日ごろの作業を再確認し、危険物の安全な貯蔵
･取り扱いをお願いします。また、ご家庭では、
灯油等の危険物は、正しい方法で保管･給油を
行い、火災等を起こさないように十分注意して
ください。
■問 合 せ 消防本部予防課（☎282-2038）

「いばらき若者塾」を開講します

消防設備士試験を
実施します
●試験種類 甲種（特類、第１類～第５類）、乙
種（第１類～第７類）
●試験日程等

●申し込み・問合せ 財団法人消防試験研究
センター茨城県支部（〒310-0852 水戸市
笠原町978-25茨城県開発公社ビル４階 ☎
301-1150） ※電子申請は、財団法人消防試
験研究センター（ホームページhttp://www.
shoubo-shiken.or.jp ☎0570-07-1000）へ
申し込みください。

区分 前　　期 後　　期

期 日 8月29日（日） 平成23年３月19日（土）

会 場 茨城大学（水戸市）･鹿
島高等学校（鹿嶋市） 茨城大学（水戸市）

願 書
受 付

▼書面申請…６月28
日（月）～７月15日
（木） ▼電子申請…６
月25日（金）～７月
12日（月）

▼書面申請…平成23
年 １ 月25日（火）～
２月７日（月） ▼電子
申請…平成23年１月
22日（土）～２月４
日（金）
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常陸太田市●花菖蒲まつり
　水戸黄門のご隠居所、西山荘の入り口にある
「西山の里 桃源」において、20品目、3000株
もの花菖蒲が鮮やかに咲き誇ります。日が暮れ
ると、花菖蒲があんどんに照らされて、幻想的
な雰囲気を味わうことができます。
◆期　　間 ６月12日（土）～ 30日（水） ※６
月19日（土）･27日（日）には、野外コンサート
や常陸秋そばの手打ち実演等のイベントが開
催されます。

◆場　　所 西山の里 桃源（常陸太田市新宿町）
◆問 合 せ 西山の里 桃源（☎0294-73-1300）

となりのまちからとなりのまちからとなりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイドイベントガイドイベントガイド

■期　　日 ６月18日（金）
■時　　間 ①午前９時30分～正午 ②午後１
時～４時

■場　　所 役場行政棟東側玄関ロビー
■持参するもの ▼自動車運転免許証等の身元
を証するもの（過去の献血で、本人確認が済
んでいない方のみ）▼献血手帳･献血カード
（お持ちの方のみ）
■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

献血にご協力ください！

　畑地の地力回復や風
ふうしょく

蝕被害防止のために、麦
を作付けする方に対して補助金を交付します。
■対　　象 平成23年２月末日までに村内の
畑地（転作奨励補助事業対象の陸田を除く）に
麦を作付けする方
■補助金額 5,000円／ 10アール
■そ の 他 面積に応じて麦種子（規格外）を無
料で配布します。
■申し込み・問合せ ６月15日（火）から30日
（水）までに、所定の申請書に必要事項を記入
の上、農業支援センター（東海ファーマーズ
マーケット「にじのなか」内 ☎287-7867）へ
申し込みください。

麦の作付けに補助金を交付します

「幼稚園就園奨励費補助事業」
３歳～５歳児の保育料を一部減免
　村では、村立または私立（村外も含む）の幼稚
園に通園させている世帯の保育料を、世帯の村
民税の課税状況に応じて一部減免します。
●内　　容

●申し込み 各幼稚園に備え付けの｢保育料等
減免措置に関する調書｣に必要事項を記入の
上、総務部税務課が発行する村民税の所得割
課税額が分かる書類（平成22年度の｢村県民
税課税証明書｣または｢村民税･県民税特別徴
収税額通知書｣の写しなど）を添付し、６月
30日(水)までに、通園している幼稚園へ提
出してください。※小学１年生から３年生ま
での兄･姉がいる世帯については、補助限度
額が変わる場合がありますので、各幼稚園に
ご相談ください。
●問 合 せ 教育委員会学校教育課学校教育担
当（内線1414）

区　分

補助限度額（年額／円）
園児１人か同一
世帯から複数の
場合の第１子

同一世帯に園児
が２人以上の場
合の第２子

同一世帯に園児
が３人以上の場
合の第３子以降

生活保護世帯･
村民税非課税
世帯

村立 20,000 村立 49,000 村立 78,000

私立 220,000 私立 260,000 私立 299,000

村民税所得割
課税額非課税
世帯

村立 20,000 村立 49,000 村立 78,000

私立 190,000 私立 245,000 私立 299,000

村民税所得割
課税額34,500
円以下の世帯

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――

私立 106,000 私立 203,000 私立 299,000

村 民 税 所 得
割 課 税 額
183,000円 以
下の世帯

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――

私立 43,600 私立 172,000 私立 299,000

※２人以上に所得がある世帯は所得割課税額を合算します。

　茨城交通（株）が東海駅西口と茨城東病院を結
ぶ区間で運行中の路線バスは、その利用者が一
日平均50人前後と低迷し、不採算拡大が深刻化
する状況にあることから、６月30日（水）まで
の運行をもって廃止されることになりました。
●廃止される路線の区間・主な経過地 東海駅
西口～東海中学校前～原研前～虚空蔵尊入口
～原子力機構前～茨城東病院

●そ の 他 この路線の廃止は、平成22年５
月25日発行の「広報とうかい」（12ページ）で
もご案内しています。併せてご覧ください。

●問 合 せ 企画政策部政策推進課企画調整担
当（内線1336） ※定期券･回数券の取り扱い
など、茨城交通（株）の事業内容に関してご
不明なことは、茨城交通（株）の本社（運輸部
運輸統括課 ☎251-2335）または勝田営業所
（☎272-7311）へお問い合わせください。

茨城交通（株）バス路線（東海駅西口
～茨城東病院）が７月から廃止
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夢は…。“小児科医”
舟石川小学校６年●橋

はしもと

本花
は な え

恵
　私の夢は小児科医になることです。
　私には小さいころから持病やアレルギーがたくさんあ
ります。そして、いつも小児科医の先生にお世話になっ
ています。その先生は、優しくて、笑顔がとてもすてき
です。私は、先生がいる病院が好きです。そんな先生を
見て、私も小さい子どもたちみんなに、「病院が好き」「先
生が好き」といってもらえる先生になりたいと思いまし
た。私は、笑顔がすてきな小児科医を目指したいです。
　そして、私にはもうひとつ夢があります。それは、
お母さんになることです。私は、お母さんのことが大
好きです。私のお母さんも人の命にかかわる仕事をし
ています。仕事をしているお母さんはとてもかっこい
いです。でも、家では、忙しいのに、私のためにご飯
を作ってくれたり、送り迎えをしてくれたりします。私
もそんな、お母さんのようなお母さんになりたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-111

最
近
よ
く
、私
と
息
子
の
悠ゆ

う

た汰（
４
歳
）

は
一
緒
に
夕
食
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
悠

汰
が
調
理
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
何
よ
り
、
私
が
、
悠
汰
に

食
へ
の
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
一
緒
に
作
っ
た
夕
食
は

と
て
も
お
い
し
い
ら
し
く
、
苦
手
な
食

べ
物
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
も
の
半
分
の
時

間
で
パ
ク
パ
ク
と
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
た
ち
が
東
海
村
に
引
っ
越
し
て
き
た

の
は
４
年
前
の
６
月
。
10
か
月
だ
っ
た
悠

汰
は
離
乳
食
を
始
め
て
い
て
、
順
調
に
い

ろ
い
ろ
な
味
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

引
っ
越
し
に
よ
る
環
境
の
変
化
で
体
調
を

崩
し
、
の
ど
の
痛
み
か
ら
食
べ
物
を
食
べ

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
も
高

熱
を
繰
り
返
し
、
１
か
月
後
に
は
母
乳
と

ご
飯
く
ら
い
し
か
食
べ
て
く
れ
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
炭
水
化
物
や

果
物
と
い
っ
た
も
の
し
か
食
べ
て
く
れ
な
い

状
態
が
２
歳
ま
で
続
き
、
そ
れ
が
私
の
大

き
な
悩
み
と
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
と
試
行
錯
誤

し
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、
さ
ら
に
悠
汰
の

い
や
い
や
期
…
。
一
時
は
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

り
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

す
ら
で
き
な
く
な
り
、
普
通
の
自
分
に
戻

れ
な
い
こ
と
に
毎
日
泣
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
私
の
心
を
救
っ
て
く
れ
た
の

は
、
今
で
は〝
マ
マ
友
〞以
上
の
存
在
で
あ
る

友
達
で
し
た
。
彼
女
た
ち
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
や
自
分
の
心
の

こ
と
な
ど
、
悩
み
を
す
べ
て
話
し
て
聞
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。
話
す
こ
と
で
心
が
軽
く
な

り
、
実
は
皆
、
多
少
は
違
っ
て
も
同
じ
悩
み

を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
知
り
、「
私
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い

る
」と
実
感
で
き
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、

〝
悩
ん
で
は
相
談
し
、
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト

す
る
〞を
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
う

し
て
い
く
う
ち
に
、
子
ど
も
の
成
長
を
長
い

目
で
見
守
っ
て
い
こ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
、「
今
で
き
な
い
か
ら
今
頑
張
る
」で
は
な

く「
今
で
き
な
く
て
も
、
い
つ
か
は
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
ら
気
長
に
頑
張
る
」と
思
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

悠
汰
は
、
私
の
こ
ん
な
悩
み
や
葛か

っ
と
う藤
に

関
係
な
く
、
食
に
対
し
て
も
、
そ
の
ほ
か
の

こ
と
に
対
し
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
で

少
し
ず
つ
乗
り
越
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
毎

日
楽
し
く
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
悠
汰
の
お

弁
当
に
は
、
毎
回
少
し
苦
手
な
食
べ
物
が

入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も「
お
弁
当
、
お
い

し
か
っ
た
よ
！
」と
言
っ
て
く
れ
る
悠
汰
が
、

い
と
お
し
く
、
頼
も
し
く
、
そ
し
て
、
そ
う

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
で
す
。

わ
が
家
の

わ
が
家
の

子
育
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記

子
育
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記
●●
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紙
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ま山山　　

智智と

も

こ

と

も

こ子子

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。
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ツクシ
散歩で行った野原で見つけたツク

シを描いてくれた奨夢くん（５歳）。
「カエルとかテントウムシとかもい
たよ！」と教えてくれました。虫が
好きな奨夢くんは、いろいろな虫を
捕って遊んだのだそうです。

● くん髙
たかはし

橋奨
しょうま

夢宿幼稚園
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